





































































物理チャレンジ・地方試験会場としてはすでに利用している。さらに 20 1 0 
年 1月 11日(成人の刊には数学オリンピック地方試験会場として利吊予定
である。今後は化学、生物、と広げたい0
・科学映画上映。例えば f映像評伝朝永振一郎j等。対象は子供・学生はもちろ
ん、広く一般市民0
・市民国書館と科学講演会とのミッションO たとえ試ブルーバックスシリーズ
の著者の講演会とサイン会等や f智のプロジェクトjシリーズの著者を招いて
の講演会、あるいはサイエンス・カフェ等。
? ??
?
研究会報告
4. 最後に:i科学としての科学教育j に参加して
多士主華々な方々(科学研究者、社会科学研究者、経詩学研究者 理研関係者、企業開
発部門、法学関係者、理科教員経験者、現役の教員、各地の科学教育系サークノレ関係者、
大学教育センタ一関係者などなど)の迫力ある実践例にはただただ感動。また、各講演
に対するコメント、懇親会などでの、熱い、それでいて中身の濃い意見交換に圧倒され
っぱなしであった。今回の研究会での経験と報告集は小生の宝物になると同時に全国の
科学啓発コミュニティに関採する方々の確かな指針となるであろう。今襲、科学教育に
関心を寄せる方々のネットワークがさらに発展・深化することを軒りつつ関係者の方々
に心から感謝します。
5.関連資料
-吉本物理学会 2004年秋期大会{於:青森大学) ["物理教育シンポジウムj報告
日本物理学会誌2004年 11月
バ今、なぜ、若者の理科離れか 一科学者と社会との対話にむけて-J
日本学街会議叢書 10、2005年§月
・科学・技箭を文化として見る気底を醸成するために:江沢 洋
日本物理学会誌 2006年1月
・青森市男女共同参画プラザ、?カダール」ヲーブレット〈カラー脹)
:*捕是:["カダーノレ」という愛称は津軽地方の方言「カダるjに出来する。["共に参画するJ
ことを意味する c
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